
17．外科医労働環境改善委員会

委員長　馬　場　　秀　夫

1．特定行為に係る看護師の研修制度について
　本委員会では，外科医の労働環境改善の抜本的な方策の一つとして，医師と看護師の中間職種（NP，
PA）創設をめざしてきた．その一歩として「特定行為に係る看護師の研修制度」（特定行為：21 区分 38
行為）の法制化が成立し，平成 27年 10 月より開始され，令和 2年 2月現在，44都道府県 191 機関が指定
研修機関と指定されており，令和元年9月末現在，1,833名の修了者がいる（詳細は以下厚生労働省のURL
より確認．http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000087753.html）．

2．特定行為に係る看護師の研修制度の見直しに伴う外科などの領域のパッケージについて
　「第16回医師の働き方改革に関する検討会」（令和元年1月 11日開催）において，「特定行為に係る業務
については，タイムスタディ調査等によると，全体の約3％程度，外科系医師に限れば約7％程度の業務時
間に相当し，週 100 時間勤務の外科系医師の場合，週 7時間程度の時間がこれに相当する」，「パッケージ
研修修了者数について，2023 年度末までに 1万人の養成を目指す」とあり，外科医の労働時間短縮のため
にはこのタスク・シフティングの重要性が改めて提示された．この目標を達成するためには今後，大学病
院等の特定機能病院等が特定行為の指定研修機関になることが大変重要であり，そのため，昨年提案した
外科術後病棟管理領域についてのパッケージや，指定研修機関になるための手順や方法などについて，昨
年同様，第 120 回定期学術集会において（8月 15 日（土）16：00～17：00）説明会（アナウンスメント）
を開催するので，ぜひご参加のうえ，先生方の病院が指定研修機関として申請して頂きたい．

3．医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト/シェアの推進に関する検討会について
　森理事長とともに，「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフティングに関するヒアリング」（令
和元年7月 17日開催）」においてヒアリングを受けたことや，「医師の働き方改革を進めるためのタスク・
シフト/シェアの推進に関する検討会」の構成員として参加し，タスク・シフト/シェアすべき業務内容な
どについて検討し，提案した．

4．各施設におけるタスク・シフティングの現状調査のアンケート結果について
　昨年実施したタスク・シフティングに関するwebアンケート調査の解析をした（アンケート期間：平成
30 年 12 月 6 日～平成 31 年 1 月 31 日，回収率：1,498 診療科/3,291 診療科（45.5％））．
　アンケートにご協力いただいた先生方に厚く感謝申し上げる．

18．男女共同参画委員会

委員長　中　村　　清　吾

　本委員会は，本会の将来計画委員会内に設置された「アクションプランワーキンググループ」でまとめ
た「女性外科医の会」（仮称）の発足を目指して，支援するために女性外科医支援委員会として新設された
経緯がある．その経過において平成 21 年 11 月 20 日に「日本女性外科医会」（英語名：Japan Association 
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of Women Surgeons（JAWS））が発足した．その後，本委員会は，日本女性外科医会に対し本会の連絡窓
口として，また同会の支援を旨として引き続き継続されて 10 年目となる．平成 26 年度より本委員会名称
を男女共同参画委員会に変更し新たに活動を始めた．
　令和元年度においては，次年度実施に向けた各種アンケートの検討をした．
　また，「女性医師・研究者の妊娠・出産に対する意識とその実態に関するアンケート」を実施し，ホーム
ページにアンケート報告書を掲載した（対象数 3,570，回答数：1,068，回答率 29.9％）．
　なお，専門科を超えた全国女性医師の実態調査のため，日本内科学会と日本産科婦人科学会にも同様の
アンケート協力を依頼し，結果を分析中である．
　アンケートにご協力いただいた先生方の関係者を含めて厚く感謝申し上げる．
　そのほか，平成 28年 1月発刊の「日本外科学会雑誌」から毎号（隔月：年 6巻発刊）の企画の一つを担
当することに伴い，122 巻 1～6 号の執筆者の決定をした．

19．CST 推進委員会

委員長　伊　達　　洋　至

1．審査
　令和元年度は25大学から計277コースの申請があった．本委員会で審査を行った結果，計192コースは
承認としたが，85 コースに提出書類の不備等があったため，いずれも修正の上で再提出を求めた．

2．令和元年度厚生労働科学研究費
　令和元年度も昨年と同じ研究員で厚生労働科学研究班の組織を結成し，本委員会と同日に班会議を 2回
行った．研究のメインは，国内実施例の調査による運営の実態調査と海外事例の調査の継続と，提言の作
成であり，班会議の結果を 5月末に厚生労働省へ報告予定である．

3．令和 2 年度厚生労働科学研究費
　今年は 3年計画の 3年目になるので，継続申請を行った．

4．ガイドライン・利益相反マネジメントの解説・承認研修一覧
　「臨床医学の教育及び研究における死体解剖のガイドライン」「『臨床医学の教育及び研究における死体解
剖のガイドライン』における利益相反マネジメントの解説」，および承認研修一覧については，ホームペー
ジに掲載している．

5．「実践的な手術手技向上研修事業」の予算について
　本年 1月の委員会の際，厚生労働省の担当官から，令和元年度と同額の約 3億円が確保された旨の報告
を受けた．カダバーサージカルトレーニングを実施する大学を増やすため，本委員会では更なる周知活動
を進めていく．
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20．遠隔手術実施推進委員会

委員長　森　　　　正　樹

　厚生労働省の「オンライン診療の適切な実施に関する指針の見直しに関する検討会」（本学会代表構成
員：袴田健一代議員）で，「オンライン診療の適切な実施に関する指針」が改訂され（令和元年 7月 31 日
付），新たに遠隔手術に関する項目が追加された．これを受けて，本学会として遠隔手術の実施に関するガ
イドラインを作成することとし，日本内視鏡外科学会と日本ロボット外科学会の協力の下，泌尿器科領域
や，産婦人科領域にも参画してもらって構成した遠隔手術実施推進委員会を設置した．なお，オブザーバー
として通信技術の専門家にも参画してもらった．
　そして，厚生労働省や総務省などの省庁をはじめ，国産ロボット開発会社および各通信会社等の協力を
得ながら，まずは国立情報学研究所（NII）の SINETという学術情報ネットワークを用いて，早い段階で
実証実験を行えるように準備を進めている．
　この実証実験では，まずは通信環境，画質，音声など様々な方面から遠隔手術においては最低限必要と
想定される規格を洗い出し，遠隔手術実施においての課題を確認することが当面の目的である．
　なお，遠隔手術の実証実験に向けて，令和元年度は厚生労働行政推進調査事業「総合診療が地域医療に
おける専門医や他職種連携等に与える効果についての研究」の分担研究として取り扱われることとなり（研
究課題「遠隔手術ガイドラインの作成に関する課題」），令和 2年度はAMEDで公募された「高度遠隔医
療ネットワーク研究事業」の研究費の獲得を目指している．
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V．運営

21．定款委員会

委員長　渡　邊　　昌　彦

　理事会からの諮問を受け，定款施行細則の変更案（36頁）を作成し答申したところ，決議された．そこ
で，社員総会にも上程するので，決議をお願いしたい．

22．財務委員会

委員長　佐　田　　尚　宏

1．令和 2 年度予算の件
　令和 2年度予算について，委員会で審議し，理事会に答申したところ，答申どおりに決議されたので，
令和 2年 2月 1日からその予算に沿って業務を執行している（資料別添）．

2．令和元年度決算の件
　令和元年度財務諸表を作成し，独立監査人である EY新日本有限責任監査法人と本学会監事の監査を経
て理事会に答申したところ，答申どおりに決議されたので，定時社員総会に上程する（資料別添）．

3．事業会計変更の件
　法人事業会計（管理費）に振り分けていた将来計画委員会と情報・広報委員会の経費を，令和 2年度か
ら実施事業会計（事業費）に振り替えることとした．

4．消費増税の対応の件
　令和元年 10 月から消費税が 10％に引き上げられたことに伴い，内税として消費税を本学会が負担して
いる経常収益（主に各種資格の申請料や認定料など）について見直しを行い，令和 2年度から現在の税抜
の本体価格を，税込の販売価格に改定した上で，外税とすることとした（例えば，これまで 1万円〈税込〉
であったものは，1万 1千円〈税込〉となる）．

5．災害発生時の対応の件
　大規模災害が発生し，内閣府が災害救助法の適用を決定した場合には，これまでは被災の有無にかかわ
らず，会員が該当地区在住である旨を罹災証明書，運転免許証，および健康保険証などによって確認でき
れば，申請によって 2年度分の会費を免除する対応を採っていたが，今後は，災害の規模にかかわらず，
過去 6ヶ月以内に罹災証明書が発行された会員は，申請によって 1年度分の会費を免除する対応に変更す
ることとした（→定款委員会に会費規則の変更を申し送り済み）．

6．日本専門医機構への貸付金の件
　日本専門医機構には平成 28年度に運転資金として 894万 8,400 円を貸し付けているが，その返済期限の
延長の申し出があったので，現在の同機構の財政状況を鑑みて，3年間の延長を了承することとした．
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7．勤務医師賠償責任保険の集金方法の件
　勤務医師賠償責任保険の代理店のカイトー社より，保険料の集金方法にクレジットカード払いを追加し
たい旨の申し出があったので，会員の利便性の向上のために追加することとした（決済会社は限定しない）．

8．謝金にかかる税処理について
　前記 4のとおり，収入を外税方式とすることにしたので，現在は内税方式となっている謝金についても
見直しを検討した結果，令和 5（2023）年 10 月から導入が予定されている「インボイス制度」までは，謝
金支払時に消費税額や税率を明記することは義務付けられておらず，本体価格そのものが外部に出ること
はないため，「インボイス制度」が導入されるまでは，個人受取額を変えずに現在の方式を踏襲し，経理処
理上で消費増税に対応することとした．

9．株式会社医薬広告社の債務整理について
　日本外科学会雑誌の広告代理店であった医薬広告社の債務整理が行われていることが委任先の弁護士よ
り通知されているが，その弁護士が辞任したとの連絡が入り，先行きが不透明な状況となってしまってい
る．
　本学会の顧問弁護士，および EY新日本有限責任監査法人に確認したところ，債権額が少額であり，返
済の可能性も限りなく低いことから，令和元年度の決算時に当期の貸倒引当金として正味財産増減計算書
の経常費用に計上し，経常収益の未収金と相殺するが，ただし，法人の法的整理が終了するまでは，負債
として資産に計上しておくのがよい旨の指導があったので，その通りに対応することとした．

10．旅費の規程について
　平成22年 7月に作成された役員・代議員等の旅費規程の見直しを行い，現状に即して，以下のとおりに
修正することとした．
・役員等の航空賃は，日本航空株式会社（JAL）の“クラス J”の金額までを上限とする．
・タクシー代は 1回（1枚の領収書）あたり，5,000 円を上限とする．
・宿泊料金等（食事料金含む）の支給は 1日あたり，計 30,000 円を上限とする．
・自家用車等の利用にあたり，駐車料金及び有料道路料金を精算対象とする．

23．情報・広報委員会

委員長　田　口　　智　章

1．会員向けオンラインサービスの件
　現在，会員向けオンラインサービスの登録者数は全会員 40,269 名のうち約 34,600 名である．
　会員情報検索・修正システム，外科専門医システム，学術集会参加履歴登録システム，各種申請システ
ムなどを運用・管理している．
　本年度も引き続き新専門医制度対応のためシステムの構築を行い，次年度以降も随時対応する予定であ
る．

2．メールマガジンの件
　平成31年 1月から，必要な事項のみを適宜配信するメールニュースの形式に切り替え，全会員を対象と
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したものを 70 件，配信内容による対象者を限定したものを 36 件配信した．

3．ホームページのリニューアルについて
　ホームページをリニューアルするための提案依頼書（RFP）を公開して業者募集を行ったが，1社から
しか応募がなく，条件を緩めた上で再募集を行ったが，やはり 1社のみの応募であった．そこで提案内容
も妥当であったので，株式会社杏林舎に委託することとした．

4．術後せん妄の件について
　術後せん妄に関連したと考えられる本学会会員の準強制わいせつ逮捕・起訴事件の裁判を通じて，術後
せん妄に関する社会への啓発の重要性が指摘されたので，まずは日本麻酔科学会に相談を持ち掛け，協議
を行ったが，特段の対応はしないこととした．

24．NCD 連絡委員会

委員長　池　田　　徳　彦

1）‌�NCDから「NCD自施設データ利用申請」における外科領域のデータの利用申請について照会を受けた
場合は，適宜「可否」を判断して，回答を行っている．

2）‌�令和 2年 1月 1日付でNCD術式の改定が行われたので，従来どおり専門医制度委員会に「外科専門医
修練カリキュラム」などとの紐付け作業を依頼した．

1）一般社団法人　National Clinical Database（NCD）

代表理事　岩　中　　　　督

　National Clinical Database（以下NCD）は，2010 年に設立され，2011 年 1月の症例から登録を開始し，
事業を開始して 8年が経過した．2015年度より，登録を行っている施設会員から会費の支払いをお願いし
ている．2018年度からは，未納期間が合計2年間（連続・不連続問わず）の施設は，「NCD施設会員資格」
を喪失し，外科専門医制度において基幹施設又は連携施設になれないほか，個人医師による専門医申請の
際に当該施設で実施された全症例（2011 年～現在まで）のデータが利用することができなくなる．

　外科学会関連で登録された症例数は，2011 年 1,172,511 件，2012 年 1,278,982 件，2013 年 1,567,165 件，
2014 年 1,626,927 件，2015 年 1,718,277 件，2016 年 1,784,889 件，2017 年 1,828,408 件，2018 年 1,830,189 件，
累計 12,807,348 件であった．2019 年分のデータ登録を 2020 年 4 月 8 日で締め切る予定である．2020 年 3
月 1日時点で過去に完了承認済みを1件以上登録した施設診療科数は，4782施設・8385診療科であり，総
ユーザー数は 43,672 人であった．

　2019年度事業報告（案）及び公的研究一覧，データ利用研究一覧，2020年度事業計画については，次頁
以降を参照のこと．
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（（１１））AAMMEEDD

委託者 監修 内容 委託期間

3 東京大学 小池和彦先生
「組織学的に診断されたアルコール性でない脂肪肝炎
(non-ASH steatohepatitis)のregistry研究」

2019/5/10～2020/3/31

（（２２））厚厚労労科科研研

委託者 監修 内容 委託期間

1 福島県立医科大学 丸橋繁先生

がんの医療提供体制および医療品質の国際比較：高齢
者がん医療の質向上に向けた医療体制の整備
（丸橋繁/消化器外科領域研究課題「ＮＣＤ消化器外科領
域とACS-NSQIPとの国際連携による外科医療の質向上
に向けた医療体制の整備」との整合性を図る）

2019/4/1～2020/3/31

2 浜松医科大学 今野弘之先生

「質の高い消化器がん診療の均てん化を目指した、専門
医制度の評価・育成プログラム構築システムの開発」に
おけるNCDデータ解析と専門医制度前向き評価プログラ
ムの開発

2019/8/1～2020/3/31

（（３３））厚厚労労省省肝肝炎炎対対策策予予算算

委託者 監修 内容 委託期間

1 東京大学 小池和彦先生
肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイドラインの作成等
に資する研究

・事務代行
2019/5/16 ～2020/3/31
・レジストリー改修
2019/4/1～2019/12/31

 

（（４４））JJSSTT

委託者 監修 内容 委託期間

1 慶應義塾大学 宮田裕章先生
殿町リサーチコンプレックスにおける医療保険ICT基盤構
築関わる支援業務委託

2019/4/1～2020/3/31

2019年度　NCD公的研究一覧
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学学会会名名：： 日日本本消消化化器器外外科科学学会会

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

2012
（平成24年度）

― 後藤　 満一

Si gni f i cance of  t he boar d-cer t i f i ed sur geon syst ems and cl i ni cal  pr act i ce
gui del i ne adher ence t o sur gi cal  t r eatment  of  esophageal  cancer  i n Japan:  a
quest i onnai r e sur vey of  depar tment s r egi st er ed i n t he Nat i onal  Cl i ni cal
Dat abase.

Esophagus.
Publ i shed - 2019 1 1
doi :  10. 1007/s10388-019-00672-1

2013 日本食道学会 北川 雄光
Compar i son of  Shor t -Term Out comes Between Open and Mi ni mal l y I nvasi ve
Esophagect omy f or  Esophageal  Cancer  Usi ng a Nat i onwi de Dat abase i n Japan

Annal s of  Sur gi cal  Oncol ogy
2017 Jul ; 24( 7) : 1821-1827.
doi :  10. 1245/s10434-017-5808-4.

2013 日本肝胆膵外科学会 宮崎 勝
Val i dat i on of  t he boar d cer t i f i cat i on syst em f or  exper t  sur geons ( hepat o‐
bi l i ar y‐ pancr eat i c f i el d)  usi ng t he dat a of  t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase of
Japan:  par t  1 ‐  Hepat ect omy of  mor e t han one segment

Jour nal  Hepat obi l i ar y Pancr eat  Sci ences
2016 Jun; 23( 6) : 313-23.
doi :  10. 1002/j hbp. 344.

2013 日本肝胆膵外科学会 宮崎 勝
Val i dat i on of  t he boar d cer t i f i cat i on syst em f or  exper t  sur geons ( hepat o‐
bi l i ar y‐ pancr eat i c f i el d)  usi ng t he dat a of  t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase of
Japan:  par t  2 – Pancr eat oduodenect omy

Jour nal  Hepat obi l i ar y Pancr eat  Sci ences
2016 Jun; 23( 6) : 353-63.
doi :  10. 1002/j hbp. 348.

2013 日本内視鏡外科学会 比企 直樹
Hi gher  i nci dence of  pancr eat i c f i st ul a i n l apar oscopi c gast r ect omy.  Real -wor l d
evi dence f r om a nat i onwi de pr ospect i ve cohor t  st udy.

Gast r i c Cancer
2018 Jan; 21( 1) : 162-170.
doi :  10. 1007/s10120-017-0764-z.

2013 日本内視鏡外科学会 比企 直樹
Mor bi di t y and mor t al i t y f r om a pr opensi t y scor e-mat ched,  pr ospect i ve cohor t
st udy of  l apar oscopi c ver sus open t ot al  gast r ect omy f or  gast r i c cancer :  dat a
f r om a nat i onwi de web-based dat abase

Sur gi cal  Endoscopy
2018 Jun; 32( 6) : 2766-2773.
doi :  10. 1007/s00464-017-5976-0.

2013 日本外科学会 瀬戸 泰之
Ef f ect s of  body mass i ndex ( BMI )  on sur gi cal  out comes:  a nat i onwi de sur vey
usi ng a Japanese web-based dat abase

Sur ger y Today
2015 Oct ; 45( 10) : 1271-9.
doi :  10. 1007/s00595-015-1231-2.

2013 日本消化器外科学会 後藤 満一
Compar i son of  Nat i onal  Oper at i ve Mor t al i t y i n Gast r oent er ol ogi cal  Sur ger y
Usi ng Web-based Pr ospect i ve Dat a Ent r y Syst ems

Medi ci ne ( Bal t i mor e)
2015 Dec; 94( 49) : e2194.
doi :  10. 1097/MD. 0000000000002194.

2013 日本消化器外科学会 今野 弘之
Associ at i on between t he par t i ci pat i on of  boar d-cer t i f i ed sur geons i n
gast r oent er ol ogi cal  sur ger y and oper at i ve mor t al i t y af t er  ei ght
gast r oent er ol ogi cal  pr ocedur es.

Sur ger y Today
2017 May; 47( 5) : 611-618.
doi :  10. 1007/s00595-016-1422-5.

2014 日本食道学会 岡部 寛
I mpact  of  hospi t al  vol ume on r i sk-adj ust ed mor t al i t y f ol l owi ng oesophagect omy
i n Japan.

Br i t i sh Jour nal  of  Sur ger y
2016 Dec; 103( 13) : 1880-1886.
doi :  10. 1002/bj s. 10307.

2014 日本胃癌学会 吉田 和弘
Sur gi cal  out comes of  l apar oscopi c di st al  gast r ect omy compar ed t o open di st al
gast r ect omy:  A r et r ospect i ve cohor t  st udy based on a nat i onwi de r egi st r y
dat abase i n Japan

Annal s of  gast r oent er ol ogi cal  sur ger y
2017 Dec 22; 2( 1) : 55-64.
doi :  10. 1002/ags3. 12054.

2014 日本胃癌学会 吉田 和弘
I nt r oduci ng l apar oscopi c t ot al  gast r ect omy f or  gast r i c cancer  i n gener al
pr act i ce:  a r et r ospect i ve cohor t  st udy based on a nat i onwi de r egi st r y dat abase
i n Japan

Gast r i c Cancer
2019 Jan; 22( 1) : 202-213.
doi :  10. 1007/s10120-018-0795-0.

2014 日本胃癌学会_ 2 芳賀　 克夫
Devel opment  and Val i dat i on of  Gr ade-Based Pr edi ct i on Model s f or  Post oper at i ve
Mor bi di t y i n Gast r i c Cancer  Resect i on usi ng a Japanese Web-based Nat i onwi de
Regi st r y.

Ann Gast r oent er ol  Sur g
2019 Jun 20; 3( 5) : 544-551.
doi :  10. 1002/ags3. 12269

2014 日本肝胆膵外科学会 宮崎 勝
Compar i son of  l apar oscopi c maj or  hepat ect omy wi t h pr opensi t y scor e mat ched
open cases f r om t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase i n Japan

Jour nal  of  Hepat o-Bi l i ar y-Pancr eat i c
Sci ences

2016 Nov; 23( 11) : 721-734.
doi :  10. 1002/j hbp. 405.

2014 日本膵臓学会 岡崎 和一
Japan Pancr eat i c Cancer  Regi st r y of  Japan Pancr eas Soci et y:  Compar i son between
t he convent i onal  dat abase and Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase ( NCD)

Pancr eat ol ogy
16( 4) : S90 ·  August  2016
DOI :  10. 1016/j . pan. 2016. 06. 322

2014 日本腹部救急医学会 平田 公一
A compar i son of  t he sur gi cal  mor t al i t y due t o col or ect al  per f or at i on at
di f f er ent  hospi t al s wi t h dat a f r om 10, 090 cases i n t he Japanese Nat i onal
Cl i ni cal  Dat abase

Medi ci ne
2017 Jan; 96( 2) : e5818.
doi :  10. 1097/MD. 0000000000005818

2014 日本消化器外科学会 太田 哲生
本邦の地域の医療需要を反映し た専門医研修プログラ ムを作成する為の二次医療圏単位
での医療の実態把握

日本消化器外科学会雑誌 2016 年 49 巻 11 号 p.  1181-1190

2014 日本消化器外科学会 竹末　 芳生
Ri sk cal cul at or  f or  pr edi ct i ng post oper at i ve pneumoni a af t er
gast r oent er ol ogi cal  sur ger y based on a nat i onal  Japanese dat abase.

Ann Gast r oent er ol  Sur g.
2019 Apr  22; 3( 4) : 405-415.
doi :  10. 1002/ags3. 12248

2015 日本外科学会 土岐　 祐一郎
Fr equency and r i sk f act or s f or  venous t hr omboembol i sm af t er
gast r oent er ol ogi cal  sur ger y based on t he Japanese Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase
( 516 217 cases) .

Ann Gast r oent er ol  Sur g
2019 Jul  22; 3( 5) : 534-543.
doi :  10. 1002/ags3. 12275

2015 日本消化器外科学会 森 正樹
Val i di t y and si gni f i cance of  30-day mor t al i t y r at e as a qual i t y i ndi cat or  f or
gast r oi nt est i nal  cancer  sur ger i es.

Annal s of  Gast r oent er ol ogi cal  Sur ger y
2018 Apr  16; 2( 3) : 231-240
doi :  10. 1002/ags3. 12070.

2016 日本胃癌学会 馬場 秀夫
Ef f ect  of  hospi t al  and sur geon vol ume on post oper at i ve out comes af t er  di st al
gast r ect omy f or  gast r i c cancer  based on dat a f r om 145, 523 Japanese pat i ent s
col l ect ed f r om a nat i onwi de web-based dat a ent r y syst em.

Gast r i c Cancer
2019 Jan; 22( 1) : 190-201.
doi :  10. 1007/s10120-018-0883-1.

2016 日本肝胆膵外科学会 窪田　 敬一
Use of  t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase t o eval uat e t he associ at i on between
pr eoper at i ve l i ver  f unct i on and post oper at i ve compl i cat i ons among pat i ent s
under goi ng hepat ect omy.

J Hepat obi l i ar y Pancr eat  Sci
2019 Aug; 26( 8) : 331-340.
doi :  10. 1002/j hbp. 644.

2016 日本膵臓学会 岡崎　 和一
Ri sk model  f or  sever e post oper at i ve compl i cat i ons af t er  t ot al  pancr eat ect omy
based on a nat i onwi de cl i ni cal  dat abase.

Br i t i sh Jour nal  of  Sur ger y
2020 Jan 31.
doi :  10. 1002/bj s. 11437.

2016 日本内視鏡外科学会 比企 直樹
Sur gi cal  r i sk and benef i t s of  l apar oscopi c sur ger y f or  el der l y pat i ent s wi t h
gast r i c cancer .  A mul t i cent er  pr ospect i ve cohor t  st udy

Gast r i c Cancer
2019 Jul ; 22( 4) : 845-852.
doi :  10. 1007/s10120-018-0898-7.

2016 日本消化器外科学会 後藤 満一
“ Real -t i me”  r i sk model s of  post oper at i ve mor bi di t y and mor t al i t y f or  l i ver
t r anspl ant s

Annal s of  Gast r oent er ol ogi cal  Sur ger y
2018 Nov 2; 3( 1) : 75-95.
doi :  10. 1002/ags3. 12217.

2017 日本消化器外科学会 金治 新悟
I ni t i al  ver i f i cat i on of  dat a f r om a cl i ni cal  dat abase of  gast r oent er ol ogi cal
sur ger y i n Japan

Sur ger y Today
Publ i shed:  07 November  2018
doi :  10. 1007/s00595-018-1733-9

2017 日本食道学会 馬場　 秀夫
Can Mi ni mal l y I nvasi ve Esophagect omy Repl ace Open Esophagect omy f or  Esophageal
Cancer ? Lat est  Anal ysi s of  24, 233
Esophagect omi es Fr om t he Japanese Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase

Annal s of  Sur ger y
Januar y 31,  2019
doi :  10. 1097/SLA. 0000000000003222

2017 日本食道学会 馬場　 秀夫
Response t o Comment  on “ Can Mi ni mal l y I nvasi ve Esophagect omy Repl ace Open
Esophagect omy f or  Esophageal  Cancer ? Lat est  Anal ysi s of  24, 233 Esophagect omi es
Fr om t he Japanese Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase”

Annal s of  sur ger y
2019 Dec; 270( 6) : e110-e111.
doi :  10. 1097/SLA. 0000000000003337.

2017 日本肝胆膵外科学会 中村 雅史
Def i ni t i on of  t he obj ect i ve t hr eshol d of  pancr eat oduodenect omy wi t h nat i onwi de
dat a syst ems

Jour nal  of  Hepat o-Bi l i ar y-Pancr eat i c
Sci ences

2020 Mar ; 27( 3) : 107-113.
doi :  10. 1002/j hbp. 704.

2018 日本食道学会 本山　 悟
I mpact  of  cer t i f i cat i on st at us of  t he i nst i t ut e and sur geon on shor t -t erm
out comes af t er  sur ger y f or  t hor aci c esophageal  cancer :  eval uat i on usi ng dat a
on 16, 752 pat i ent s f r om t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase i n Japan.

Esophagus
2020 Jan; 17( 1) : 41-49.
doi :  10. 1007/s10388-019-00694-9.
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申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

2018 日本胃癌学会 井ノ 口　 幹人
Feasi bi l i t y of  l apar oscopi c gast r ect omy f or  pat i ent s wi t h poor  physi cal
st at us:  a r et r ospect i ve cohor t  st udy based on a nat i onwi de r egi st r y dat abase
i n Japan.

Gast r i c Cancer
2020 Mar ; 23( 2) : 310-318.
doi :  10. 1007/s10120-019-00993-1.

― 日本消化器外科学会 ―
A r i sk model  f or  esophagect omy usi ng dat a of  5354 pat i ent s i ncl uded i n a
Japanese nat i onwi de web-based dat abase.

Annal s of  Sur ger y
2014 Aug; 260( 2) : 259-66.  doi :
10. 1097/SLA. 0000000000000644.

― 日本消化器外科学会 ―
Tot al  gast r ect omy r i sk model :  dat a f r om 20, 011 Japanese pat i ent s i n a
nat i onwi de i nt er net -based dat abase.

Annal s of  Sur ger y
2014 Dec; 260( 6) : 1034-9.  doi :
10. 1097/SLA. 0000000000000781.

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk Model  f or  Di st al  Gast r ect omy When Tr eat i ng Gast r i c Cancer  on t he Basi s of
Dat a Fr om 33, 917 Japanese Pat i ent s Col l ect ed Usi ng a Nat i onwi de Web-based Dat a
Ent r y Syst em.

Annal s of  Sur ger y
2015 Aug; 262( 2) : 295-303.  doi :
10. 1097/SLA. 0000000000001127.

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk model  f or  r i ght  hemi col ect omy based on 19, 070 Japanese pat i ent s i n t he
Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase.

Jour nal  of  Gast r oent er ol ogy
2014 Jun; 49( 6) : 1047-55.
doi :  10. 1007/s00535-013-0860-8.

― 日本消化器外科学会 ―
Mor t al i t y af t er  common r ect al  sur ger y i n Japan:  a st udy on l ow ant er i or
r esect i on f r om a newl y est abl i shed nat i onwi de l ar ge-scal e cl i ni cal  dat abase.

Di seases of  t he Col on & Rect um
2014 Sep; 57( 9) : 1075-81.
doi :  10. 1097/DCR. 0000000000000176.

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk st r at i f i cat i on of  7, 732 hepat ect omy cases i n 2011 f r om t he Nat i onal
Cl i ni cal  Dat abase f or  Japan.

Jour nal  of  t he Amer i can Col l ege of
Sur geons

2014 Mar ; 218( 3) : 412-22.
doi :  10. 1016/j . j amcol l sur g. 2013. 11. 007.

― 日本消化器外科学会 ―
A pancr eat i coduodenect omy r i sk model  der i ved f r om 8575 cases f r om a nat i onal
si ngl e-r ace popul at i on ( Japanese)  usi ng a web-based dat a ent r y syst em:  t he 30-
day and i n-hospi t al  mor t al i t y r at es f or  pancr eat i coduodenect omy.

Annal s of  Sur ger y
2014 Apr ; 259( 4) : 773-80.
doi :  10. 1097/SLA. 0000000000000263.

― 日本消化器外科学会 ―
Sur gi cal  r i sk model  f or  acut e di f f use per i t oni t i s based on a Japanese
nat i onwi de dat abase:  an i ni t i al  r epor t  on t he sur gi cal  and 30-day mor t al i t y.

Sur ger y Today
2015 Oct ; 45( 10) : 1233-43.
doi :  10. 1007/s00595-014-1026-x.

― 日本消化器外科学会 ―
Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase f eedback i mpl ement at i on f or  qual i t y i mpr ovement  of
cancer  t r eatment  i n Japan:  f r om good t o gr eat  t hr ough t r anspar ency.

Sur ger y Today
2016 Jan; 46( 1) : 38-47.
doi :  10. 1007/s00595-015-1146-y

― 日本消化器外科学会 ―
Devel opment  and ext er nal  val i dat i on of  pr eoper at i ve r i sk model s f or  oper at i ve
mor bi di t i es af t er  t ot al  gast r ect omy usi ng a Japanese web-based nat i onwi de
r egi st r y.

Gast r i c Cancer
2017 Mar  11.
doi :  10. 1007/s10120-017-0706-9.

― 日本消化器外科学会 ―
Model i ng pr eoper at i ve r i sk f act or s f or  pot ent i al l y l et hal  mor bi di t i es usi ng a
nat i onwi de Japanese web-based dat abase of  pat i ent s under goi ng di st al
gast r ect omy f or  gast r i c cancer .

Gast r i c Cancer
2017 May; 20( 3) : 496-507.
doi :  10. 1007/s10120-016-0634-0.

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk assessment  of  mor bi di t i es af t er  r i ght  hemi col ect omy
based on t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase i n Japan

Annal s of  Gast r oent er ol ogi cal  Sur ger y
2018 Apr  16; 2( 3) : 220-230.
doi :  10. 1002/ags3. 12067.

― 日本消化器外科学会 ―
Pr edi ct i on model  f or  compl i cat i ons af t er  l ow ant er i or  r esect i on based on dat a
f r om 33, 411 Japanese pat i ent s i ncl uded i n t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase.

Sur ger y
2017 Jun; 161( 6) : 1597-1608.
doi :  10. 1016/j . sur g. 2016. 12. 011.

― 日本消化器外科学会 ―
Model s pr edi ct i ng t he r i sks of  si x l i f e-t hr eat eni ng mor bi di t i es and bi l e
l eakage i n 14, 970 hepat ect omy pat i ent s r egi st er ed i n t he Nat i onal  Cl i ni cal
Dat abase of  Japan.

Medi ci ne ( Bal t i mor e)
2016 Dec; 95( 49) : e5466.
DOI :  10. 1097/MD. 0000000000005466

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk f act or s of  ser i ous post oper at i ve compl i cat i ons af t er
pancr eat i coduodenect omy and r i sk cal cul at or s f or  pr edi ct i ng post oper at i ve
compl i cat i ons:  a nat i onwi de st udy of  17, 564 pat i ent s i n Japan.

Jour nal  of  Hepat o-Bi l i ar y-Pancr eat i c
Sci ences

2017 May; 24( 5) : 243-251.
doi :  10. 1002/j hbp. 438.

― 日本消化器外科学会 ―
Ri sk Model s of  Oper at i ve Mor bi di t i es i n 16, 930 Cr i t i cal l y I l l  Sur gi cal
Pat i ent s Based on a Japanese Nat i onwi de Dat abase.

Medi ci ne ( Bal t i mor e)
2015 Jul ; 94( 30) : e1224.
doi :  10. 1097/MD. 0000000000001224.
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学学会会名名：： 日日本本小小児児外外科科学学会会

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日 備考

2016
( 掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データ ベース委員会 :  Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase
（ 小児外科領域） Annual  Repor t  2011-2012.

日本小児外科学会雑誌 52:  1350-1359,  2016
会員のみ閲覧可のためリ ン ク
は非掲載

2018
( 掲載年)

日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データ ベース委員会 :  Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase
（ 小児外科領域） Annual  Repor t  2013-2014

日本小児外科学会雑誌 54:  314-335,  2018
会員のみ閲覧可のためリ ン ク
は非掲載

（進行中） 日本小児外科学会 日本小児外科学会 NCD 連絡委員会
日本小児外科学会データ ベース委員会 :  Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase
（ 小児外科領域） Annual  Repor t  2015-2017

日本小児外科学会雑誌

アニュ アルの詳細は各学会へお問い合わせく ださ い

学学会会名名：： 日日本本呼呼吸吸器器外外科科学学会会

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

- 日本呼吸器外科学会 遠藤俊輔
Ri sk assessment s f or  br oncho-pl eur al  f i st ul a and r espi r at or y f ai l ur e af t er
l ung cancer  sur ger y by Nat i onal  Cl i ni cal  Dat abase Japan.

Gener al  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

2018 Oct  16.  doi :
10. 1007/s11748-018-1022-y

- 日本呼吸器外科学会 遠藤俊輔
Model  of  l ung cancer  sur ger y r i sk der i ved f r om a Japanese nat i onwi de web-
based dat abase of  78
594 pat i ent s dur i ng 2014-2015.

Eur opean Jour nal  of  Car di o-Thor aci c
Sur ger y

2017 Dec 1; 52( 6) : 1182-
1189.
doi :  10. 1093/ej ct s/ezx190.

- 日本呼吸器外科学会 遠藤俊輔
Devel opment  of  an annual l y updat ed Japanese nat i onal  cl i ni cal  dat abase f or
chest  sur ger y i n 2014.

Gener al  Thor aci c and Car di ovascul ar
Sur ger y

2016 Oct ; 64( 10) : 569-76.
doi :  10. 1007/s11748-016-
0697-1.

アニュアルの詳細は各学会へお問い合わせく ださ い

学学会会名名：： CCVVII TT

申請年度 申請団体 研究代表者 研究内容 投稿先・ 発表先 掲載媒体詳細・ 発表日

2016 日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会 山地杏平
Rel at i on of  ST-Segment  El evat i on Myocar di al  I nf ar ct i on t o Dai l y Ambi ent
Temper at ur e and Ai r  Pol l ut ant  Level s i n a Japanese Nat i onwi de Per cut aneous
Cor onar y I nt er vent i on Regi st r y

The Amer i can Jour nal  of  Car di ol ogy
2017 Mar  15; 119( 6) : 872-
880.

2016 日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会 沼澤洋平
Compar i son of  Out comes of  Women Ver sus Men wi t h Non-ST-el evat i on Acut e
Cor onar y Syndr omes Under goi ng Per cut aneous Cor onar y I nt er vent i on ( f r om t he
Japanese Nat i onwi de Regi st r y) .

The Amer i can Jour nal  of  Car di ol ogy
2017 Mar  15; 119( 6) : 826-
831.

2016 日本心血管イ ン タ ーベン ショ ン 治療学会 坂倉建一
I nci dence and Det er mi nant s of  Compl i cat i ons i n Rot at i onal  At her ect omy:
I nsi ght s Fr om t he Nat i onal  Cl i ni cal  Dat a ( J-PCI  Regi st r y)

Ci r cul at i on:  Car di ovascul ar
I nt er vent i ons

2016 Nov; 9( 11) .  pi i :
e004278.

アニュ アルの詳細は下記の学会HPよ り ご確認く ださ い
URL： ht t p: //www. cvi t . j p/r egi st r y/dat a_ manager /
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